
















Forum: Fukui’s Past and Present in the Topographical Maps
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図３：西谷村水害（１９６５年）以前の地形図．中島集落や黒当戸集落などが存在している．
（国土地理院発行 １／５０，０００地形図「荒島岳」（昭和４３年発行）の一部）
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図４：中島地区を含む最近の地形図．全ての集落は消滅し，河川閉塞ダム（天然ダム）
を造り出した土石流の痕跡が描かれている（道斉山の真西）．真名川ダム（麻
耶姫湖）が出現した．（国土地理院発行 １／５０，０００地形図「荒島岳」（平成５年発行）の一部）
服部 勇
―９０―
３．自然災害と集落消滅
集落，特に山間部の集落が消滅していく理由には，過疎化，ダム建設による水没，それに自然災害
による環境悪化などがある．その中で，自然災害だけが原因で集落が消滅する例はそんなに多くはな
い．集落に活力があれば，被害後にも再興する．しかし，集落が縮小しつつある時に自然災害のイン
パクトを受けると，それを契機として一気に消滅へと向かう．この視点は，今回取り上げた二つの例
にも当てはまる．それでは，集落の活力とは何かということになるが，その点については，田中・村
上（１９９９）を参考にされたい．
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